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資料 １



修正箇所 ①医療と福祉との連携

1

指摘箇所︓P.2 第２ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき
措置 １高度医療の提供（５）地域の医療機関等との機能分化・連携強化

池島副委員長
意
見

• 公的病院なので、医療と福祉の連携をサポートする機能があるとよい
• 福祉からはアプローチしづらいため、医療側からのアプローチが必要
• そのような目標を打ち出せるなら、記載頂きたい。

（５）地域の医療機関等との機能分化・連携強化
地域医療構想や医療と福祉の連携の推進に向け、次の取組を通じて地域の医療機関等との機能分

化・連携強化を進める。
 地域の医療機関等との勉強会や研修会の実施、医療機器の共同利用、患者の在宅移行等
 入退院支援や退院後の自立した生活のための支援の充実等による地域の医療機関や福祉施設等と

の連携強化
 地域の医療機関や福祉在宅療養施設等との情報共有

修正案（赤字）



修正箇所 ②情報バリアフリー

2

指摘箇所︓P.6 第２ 県民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき措
置 ３ 患者や家族、地域から信頼される質の高い医療（２）患者サービスの充実と積極的な情報発信

（２）患者サービスの充実と積極的な情報発信
高い信頼性の下で県民に選ばれる病院となるよう、次の取組を通じてすべての県民に情報を適時適切

かつ分かりやすく情報を提供、発信する。

修正案（赤字）

県立病院課

中
期
目
標
修
正

イ 患者サービスの充実と積極的な情報発信
県民に選ばれる病院となるよう各病院の診療内容等について、県民に分

かりやすく情報提供するとともに、ホームページや公開講座などを通じて
積極的に情報発信すること。なお、情報提供や情報発信に当たっては、情報バ
リアフリー※15 に配慮すること。
※15 情報バリアフリー︓すべての人が必要な情報を適時適切に入手できる状態のこと。



修正箇所 ③四半期決算

3

指摘箇所︓P.19 第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 ３ 収益の確保及び
費用の節減 （１）経営改善

髙橋委員
意
見

• 上場会社で行われている四半期決算は、本決算と変わらない精度のもの
• より簡易的なものを指すのであれば、表現を改めた方がよい

３ 収益の確保及び費用の節減
医療現場を支えるため、経営基盤を安定化させ自律的な病院経営を実現すべく、次の取組を行う。
（１）経営改善
 四半期決算等の管理会計としての月次・四半期実績を用いた経営分析と、経営改善策の検討及び実施

修正案（赤字）



修正箇所 ④働き方改革

4

指摘箇所︓P.19 第10 その他業務運営に関する重要事項 １ 人事に関する事項

鈴木委員
意
見

• 「働き方改革」の文字が入っていない。
• 医師の働き方改革で、医師に効率的に働いてもらうというのは重要
• 県立病院なので、県全体の病院のフラッグシップとして、「人事に関する事項」

のところに医師の働き方改革という文言を入れるべきではないか

修正案（赤字）

１ 人事に関する事項

職員同士が共に学び、成長できるような職場環境を整備するとともに、職員の能力の発揮等を通じて
質の高い医療を効率的に提供するため、次の取組を行う。
・ 「医師の働き方改革」の推進による、持続可能な医療提供体制の維持 項目追加



修正案（赤字）

修正箇所 ⑤「概要」資料（スライド資料）の修正

5

指摘箇所︓P.19 第10 その他業務運営に関する重要事項 １ 人事に関する事項渋谷委員

意
見

• ４ページにある「外部調査委員会の提言の実行」については、
医療事故の背景を知らない人でも分かるような補足が必要

修正前

令和３年10月こども医療センターで発生した患
者死亡事故を受け、外部調査委員会が取りまと
めた「42の提言」を、着実に実行する。

2024.2.29 「42の提言」 2024.7.4 アクションプラン

患者の権利確保 患者・市民参画 インシデント報告
患者安全教育 安全文化調査 適切な情報共有


